
ふらりばサポータ―登録制度実施要領（案） 

（趣旨） 

第１条 この要領は、「フィールドワークのまち ふじ」の実現に向け、産官が協力し、大

学等のフィールドワークを受け入れる体制を整えるために設置する「ふらりばサポータ

―登録制度」について、必要な事項を定めるものとする。 

（定義） 

第２条 この要領において、次の各号に掲げる用語の意義は、以下に定めるところによる。 

⑴ フィールドワーク 本市における地域課題に関する調査、研究、資料収集その他の

教育活動の一環として行う実践活動であって、本市が設置するフィールドワークセン

ターを利用する活動をいう。 

⑵ 高等教育機関等 大学、短期大学、専門職大学、専門職短期大学、高等専門学校及

び専修学校をいう。 

（登録条件） 

第３条 ふらりばサポーター（以下、「サポーター」という。）として登録できる者は、以

下のいずれかのサポート活動を行う意思のある個人又は団体とする。 

 ⑴ 市内で高等教育機関等が行うフィールドワークの受入れ 

 ⑵ 市内でフィールドワークを行う高等教育機関等の学生等の誘致 

 ⑶ 市内で高等教育機関等が行うフィールドワークのコーディネートや相談 

 ⑷ その他市長が認めるフィールドワークサポート活動 

（登録の申請） 

第４条 サポーターに登録しようとする者は、ふらりばサポータ―認定申請書（別記様式）

又は市長が指定する電子申請の様式を市長に提出するものとする。 

（審査・登録等） 

第５条 前条に規定する申請があった場合は、市長は当該申請内容を審査し、第３条の条

件を満たすと判断した場合には、サポーターとして登録する。ただし、次の各号に該当

する場合は、登録を行わない。 

⑴ 風俗営業又は性風俗営業に関わる場合 

⑵ 暴力団又は暴力団員等（富士市暴力団排除条例（平成２４年富士市条例第２号）第

２条第３号に規定する暴力団員等をいう。）が活動に関わる場合 

⑶ 各種法令等に違反している、又はその恐れがある場合 

⑷ その他、サポーターの登録が適当でないと認める場合 

２ 登録の期間は、登録した翌年度の３月末日までとする。 

（登録の取り消し） 

第６条 サポーターに登録した者が、前条各号の規定に該当することが判明した場合は、

市長は、登録を取り消すことができる。 

（サポーター等への情報提供及び活動事例の周知） 

第７条 市長は、市内で行うフィールドワークの情報等をサポーターに提供するとともに、

ふらりばポータルサイト等を活用し、サポーターの活動を周知するものとする。 



（委任） 

第７条 この要領に定めるもののほか、必要な事項は、市長が別に定める。 

附 則 

この要領は、令和７年５月１２日から施行する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



別記様式（第４条関係） 

ふらりばサポータ―登録申請書 

 

年  月  日  

（宛先）富士市長 

申請者  

 

ふらりばサポータ―の登録を申請します。 

登録する名称  

住所  

電話番号  

メールアドレス    

サポート内容 
フィールドワーク受入れ ・ 誘致 ・ コーディネート、相談 

その他（                     ） 

FW 受入れの場合 

受入れ内容  

受入れ時期  

受入れ可能人数  

無償 ・ 有償希望   

備考  

ポ ー タ ル サ イ ト

登 録 の コ メ ン ト

※１００字以内 

 

 

 

 

登 録 に 当 た っ て

の確認事項 

 

下記事項に全て該当しないことを宣誓します。 

（該当しない項目に、チェック☑してください。） 

□ 風俗営業又は性風俗営業に関わっていません。 

□ 暴力団又は暴力団員等が活動に関わっていません。 

□ 各種法令等に違反していません。 

※住所、電話番号、メールアドレスはポータルサイト等に公開しません。 


